
第
六
節 

交
通
・
通
信 

一 

海
上
交
通 

大
正
に
な
っ
て
も
依
然
海
上
交
通
に
は
溢あ

い

路ろ

が
多
く
、
そ
の
整 

備
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
」
に 

よ
る
と
、 

○
大
正
二
年
、三
ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
与
和
港
開
鑿
工
事
あ
り
、 

 

総
工
費
（
村
費
） 

一
〇
三
五
円
二
六
銭
。 

○
大
正
三
年
、
与
和
港
船
舶
繫
留
所
険
悪
な
る
の
み
な
ら
ず
ハ
シ 

 

ケ
通
路
な
き
を
以
て
干
潮
の
際
砂
糖
積
入
り
に
は
瀬
潟
遠
方
運 

 

荷
せ
ざ
れ
ば
得
ざ
る
煩
ひ
あ
る
を
以
て
、
昨
年
よ
り
本
年
ま
で 

 

継
続
工
事
費
、
千
参
拾
五
円
弐
拾
六
銭
を
要
し
開
鑿
す
。 

○
大
正
四
年
、
和
泊
桟
橋
築
畳
三
年
よ
り
継
続
、
工
事
金
弐
千
五 

 

百
六
拾
円
八
拾
壱
銭
、
内
金
千
六
百
四
拾
五
円
八
拾
壱
銭 

村 

 

税
九
百
拾
五
円 

横
浜
植
木
外
八
会
社
、
東
京
二
会
社
、
大
阪 

      

岡
元
氏
ら
で
あ
っ
た
。し
か
し
、皆
そ
の
運
行
に
は
自
信
が
な
く
、 

ま
ず
、
い
ち
ば
ん
の
ベ
テ
ラ
ン
と
言
わ
れ
た
福
山
納
二
氏
に
先
導 

さ
せ
、
ほ
か
の
者
は
そ
の
後
に
つ
い
て
は
し
け
を
こ
い
だ
そ
う
で 

あ
る
。 

 

大
正
十
年
ご
ろ
、
和
泊
で
精
米
業
を
営
ん
で
い
た
上
城
の
平
山 

中
則
氏
が
平
和
丸
と
い
う
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
の
ハ
シ
ケ
を
一
隻
入 

れ
、
そ
の
速
さ
と
便
利
さ
に
島
人
の
目
を
見
は
ら
せ
た
が
一
般
的 

に
ハ
シ
ケ
が
動
力
化
さ
れ
た
の
は
復
帰
後
で
あ
る
。 

            

 

商
船
会
社
、
大
島
太
洋
商
船
会
社
、
大
島
池
畑
末
吉
寄
附
。 

 

ま
た
、こ
の
年
田
中
省
三
氏
が
本
郡
よ
り
代
議
士
に
選
出
さ
れ
、 

新
納
政
吉
氏
が
県
会
議
員
に
再
選
さ
れ
る
。
御
大
礼
に
付
三
日
間 

大
祝
、
こ
れ
を
記
念
し
て
の
和
泊
桟
橋
を
築
造
し
た
と
も
記
さ
れ 

て
い
る
。 

 

こ
の
工
事
に
加
わ
っ
た
福
山
納
川
氏（
和
泊
、明
治
三
十
年
生
） 

に
よ
る
と
、
そ
れ
以
前
は
「
は
し
け
」
は
、
ナ
ビ
グ
ム
イ
や
ウ
ド 

ウ
ヌ
サ
チ
（
旧
桟
橋
）
に
繋
い
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
奥
川
か
ら 

の
土
砂
の
流
入
が
激
し
く
、
尐
し
上
方
に
土
砂
の
流
入
を
防
ぐ
た 

め
砂
防
堤
（
高
さ
三
尺
、
長
さ
十
丈
ぐ
ら
い
）
が
造
ら
れ
た
。
日 

当
は
二
十
五
銭
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
汽
船
入
港
時
の
導
標
は
、
船
ラ
ン
プ
を
所
定
の
場
所
に 

灯
し
、
こ
れ
の
一
致
点
で
投

錨

と
う
び
よ
う

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

当
時
は
、
は
し
け
の
通
路
す
ら
掘
ら
れ
て
い
な
い
時
代
だ
っ
た 

の
で
水
脈

ミ

ヨ

木キ

を
立
て
て
そ
の
通
路
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
岩 

礁
が
多
い
た
め
は
し
け
船
頭
は
熟
練
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
運
行 

で
き
な
か
っ
た
。 

 

当
時
和
泊
に
は
、
は
し
け
が
四
～
五
隻
、
伊
延
に
三
～
四
隻
、 

喜
恕
屋
や
農
協
、
秋
葉
商
店
な
ど
が
各
自
持
っ
て
い
た
。 

 

主
な
船
頭
は
、
福
山
納
二
氏
・
元
治
氏
・
元
茂
氏
の
三
兄
弟
や 

       

ま
た
当
時
は
、
荷
物
や
客
の
奪
い
合
い
が
激
し
く
、
汽
船
の
入 

港
時
に
は
遠
く
船
影
が
見
え
る
と
、
わ
れ
先
に
と
競
っ
て
伝
馬
船 

を
こ
ぎ
出
し
、
国
頭
岬
の
沖
ま
で
も
行
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、 

い
ち
ば
ん
先
に
本
船
に
着
い
た
は
し
け
が
、
も
う
け
の
い
い
客
取 

り
を
競
っ
て
い
た
た
め
で
、
本
船
と
伝
馬
船
を
結
ん
で
あ
る
他
船 

の
ロ
ー
プ
を
切
っ
た
り
、
荒
々
し
く
陸
へ
上
が
っ
て
も
け
ん
か
と 

な
り
、
警
察
官
が
仲
裁
に
入
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と
い 

う
。 
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な
お
荷
物
を
積
み
下
ろ
し
す
る
仲
仕
に
は
、
沖
仲
仕
と
陸
仲
仕 

が
い
た
が
、
陸
仲
仕
に
は
ヘ
ー
バ
ル
や
畦
布
の
婦
人
が
多
く
、
船 

の
入
港
と
も
な
る
と
そ
れ
ぞ
れ
「
ハ
シ
」
を
持
っ
て
倉
庫
や
桟
橋 

に
集
ま
り
、
桟
橋
ま
で
の
百
合
箱
や
、
ま
た
桟
橋
か
ら
各
店
々
へ 

大
き
な
荷
物
は
二
人
で
頭
に
載
せ
て
配
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
(

一
日
男
は
一
円
、
女
は
五
十
銭
、
大
豆
一
俵
六
銭
、
米
俵
三
銭 

五
厘
ぐ
ら
い
） 

○
大
正
十
三
年
六
月
、
内
喜
名
港
二
万
円
の
補
助
を
得
て
掘
削
工 

事
完
成
し
、
砂
糖
積
便
利
と
な
る
。 

 

永
峯
誌
に
よ
る
と
、「
内
喜
名
に
は
沖
縄
と
内
地
通
い
の
マ
ー 

ラ
ン
船
、
組
み
立
て
の
く
り
舟
も
一
、
二
隻
停
泊
し
て
お
り
、
砂 

糖
積
時
と
も
な
れ
ば
倉
庫
に
砂
糖
を
運
ぶ
人
、
検
査
を
受
け
る
人 

が
瀬
名
道
と
本
道
か
ら
集
る
。
殊
に
砂
糖
積
取
り
の
日
高
丸
、
奄 

美
丸
、
鶴
嶺
丸
、
東
成
丸
の
入
港
と
も
な
れ
ば
積
込
み
人
と
汽
船 

見
物
で
賑
や
か
だ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

組
ウ
バ
は
大
正
末
期
に
至
っ
て
も
な
お
、
沖
永
良
部
と
沖
縄
の 

間
に
航
行
し
て
い
た
。
沖
縄
の
有
名
な
歴
史
研
究
家
、
伊
波
音
猷 

先
生
は
大
正
十
年
に
組
み
ウ
バ
で
沖
永
良
部
か
ら
沖
縄
へ
帰
っ
て 

い
る
。 

「
南
島
文
化
研
究
所
所
報
（
第
七
号
、
一
九
七
九
・
十
一
・
二 

                          

十
六
）」
に
は
平
安
座
舟
の
航
跡
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ 

る
。 

与
論
や
沖
永
良
部
で
平
安
座
船
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
平
安
座
方
面 

か
ら
来
航
す
る
船
を
一
般
に
さ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
船 

の
型
は
、
テ
ー
サ
ン
（
梯
船
）
あ
り
、
マ
ー
ラ
ン
あ
り
、
カ
ウ
チ
ー 

あ
り
で
壮
観
で
あ
っ
た
と
い
う
。
古
く
は
平
安
座
船
の
主
流
は
テ
ー 

サ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
一
九
二
一
年
に
沖
永
良
部
か
ら
こ
の 

テ
ー
サ
ン
に
乗
っ
て
帰
っ
た
伊
波
晋
猷
先
生
は
、「
琉
球
古
今
記
」 

に
そ
の
平
面
図
を
書
き
残
し
て
い
る
。 

テ
ー
サ
ン
は
独
木
船
を
四
隻
組
合
せ
た
組
船
で
、
沖
永
良
部
で
は
ク 

ミ
ウ
バ
と
呼
ん
で
い
る
。
独
木
船
を
組
合
せ
て
積
載
能
力
を
高
め
る 

方
法
は
、
古
く
か
ら
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
十
八
世 

紀
初
頭
に
書
か
れ
た
徐
葆
光
の
「
中
山
伝
信
録
」
巻
六
に
、「
小
船 

皆
刳
独
木
為
之
、
極
軽
捷
、
村
民
漁
戸
皆
用
之
、
一
舟
不
勝
載
則
雙 

使
為
用
」
と
出
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
サ
ン
船
は
、
伊
波
晋
猷
先
生
の 

報
告
に
よ
る
と
、
明
治
末
年
に
七
・
八
隻
、
一
九
二
一
年
に
は
二
隻 

し
か
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。 

知
名
町
竿
津
の
宗
吉
栄
二
氏(

八
五
歳
）
に
よ
る
と
、
平
安
座
の
テ
ー 

サ
ン
は
大
正
末
期
ま
で
た
く
さ
ん
来
航
し
た
と
い
う
。
舶
載
さ
れ
る 

品
物
は
、
泡
盛
・
用
材
・
薪
・
藍
玉
が
主
体
で
、
沖
永
良
部
か
ら
は 

牛
や
豚
を
沖
縄
へ
運
ん
だ
と
い
う
。
当
時
の
泡
盛
は
県
外
出
荷
の
場 

合
、
酒
類
出
港
税
を
課
さ
れ
た
が
、
平
安
座
の
人
々
は
こ
れ
を
秘
か 

に
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。 

     

道
之
島
と
平
安
座
の
人
々
と
の
長
い
通
交
の
歴
史
か
ら
す
れ
ば
、
出 

 
 

港
税
は
き
わ
め
て
不
当
な
も
の
に
思
え
た
の
で
あ
る
。
平
安
座
船
と 

 
 

税
官
史
と
の
間
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
た
え
な
か
っ
た
。
明
治
四
十
三
年 

 
 
(

一
九
〇
九
）
に
は
知
名
の
白
浜
で
税
官
史
と
巡
査
が
殺
害
さ
れ
る 

 
 

事
件
が
起
き
て
い
る
。
即
ち
伊
計
島
の
フ
ナ
ト
ウ
六
人
が
沖
縄
か
ら 

 
 

泡
盛
四
石
五
斗
を
沖
永
良
部
へ
運
び
、
こ
れ
を
テ
ー
サ
ン
か
ら
下
し 

 
 

て
密
売
し
よ
う
と
し
、
そ
の
現
場
を
押
え
ら
れ
、
争
い
と
な
っ
て
殺 

 
 

人
事
件
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
双
方
に
と
っ
て 

 
 

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
当
時
の
琉
球
の
新
聞 

 
 

は
こ
れ
を
大
々
的
に
報
道
し
、
事
件
現
場
の
知
名
町
の
浜
辺
に
は
殉 

 
 

職
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

テ
ー
サ
ン
は
の
ち
の
山
原
船
と
ち
が
い
原
始
的
な
船
で
あ
っ
た
の 

 
 

で
、
夏
至
南
風

カ
ー
チ
ー
ペ
ー

に
乗
っ
て
道
之
島
を
北
上
し
、
新
北
風

ミ
ー
ニ
シ

に
吹
か
れ
て 

南
下
し
た
と
い
う
。
寄
港
地
は
、
本
部
半
島
、
那
覇
、
山
原
の
東
海
岸 

 
 

一
帯
、
平
安
座
、
泡
瀬
、
与
名
原
等
で
あ
っ
た
。
な
お
、
戦
後
の
ヤ 

 
 

ミ
貿
易
時
代
に
も
、
平
安
座
の
人
々
は
テ
ー
サ
ン
を
駆
っ
て
ひ
ん
ぱ 

 
 

ん
に
道
之
島
を
往
来
し
た
と
い
う
。
与
論
や
沖
永
良
部
で
は
、
島
の 

 
 

沖
合
い
で
組
船
を
解
体
し
て
ひ
そ
か
に
上
陸
し
、
取
引
き
を
終
え
て 

 
 

貨
物
を
積
ん
だ
サ
バ
ニ
を
島
か
げ
に
集
め
、
そ
こ
で
再
び
テ
ー
サ
ン 

 
 

に
組
立
て
て
沖
縄
へ
帰
港
し
た
と
い
う
。 

 
 

い
っ
ぽ
う
、
大
正
五
年
ご
ろ
か
ら
鹿
児
島
と
大
島
各
島
間
に
、 

鶴
嶺
丸
、
日
高
丸
、
白
川
丸
、
仁
寿
丸
（
い
ず
れ
も
七
百
ト
ン
ぐ 
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ら
い
）
が
就
航
し
、
こ
の
ほ
か
に
台
湾
や
沖
縄
・
宮
古
・
八
重
山 

を
寄
港
し
て
、
名
瀬
―
鹿
児
島
―
大
阪
に
通
う
船
も
数
隻
い
た
。 

 

寄
港
地
は
、
鹿
児
島
―
名
瀬
―
赤
木
名
―
喜
界
―
赤
木
名
―
宇 

検
―
古
仁
屋
―
久
志
―
亀
徳
（
上
り
、
平
土
野
―
亀
徳
―
鹿
浦
） 

―
和
泊
―
知
名
―
茶
花
で
あ
っ
た
。 

本
船
は
す
べ
て
沖
掛が

か

り
で
、
し
か
も
本
船
と
の
連
船
は
櫓ろ

こ
ぎ 

の
伝
馬
船
で
あ
っ
た
た
め
、
客
の
乗
降
、
荷
物
の
積
み
卸
し
に
は 

か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。 

 

ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
進
行
に
伴
い
定
期
航
路
を
持
つ
大 

阪
商
船
が
次
々
減
船
し
た
た
め
、
鹿
児
島
か
ら
の
生
活
物
資
が
入 

荷
不
順
と
な
っ
て
物
価
が
高
騰
し
、
大
島
郡
民
は
ば
く
大
な
不
利 

益
を
被
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
減
船
に
対
し
郡
民
の
間
で
船
腹
の
補 

充
問
題
が
持
ち
あ
が
り
、
大
正
七
年
二
月
郡
民
に
よ
る
汽
船
会
社 

設
立
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。
そ
の
結
果
、 

 

(一) 

商
社
に
運
賃
の
値
下
げ
を
哀
願

○

○

す
る
。 

 

(二) 

政
府
に
補
助
を
求
め
る
。 

 

(三) 

大
島
郡
と
し
て
汽
船
を
購
入
す
る
。 

 

(四) 

県
が
補
助
費
を
組
ん
で
、
現
在
の
政
府
補
助
以
外
に
汽
船 

 
 
 

一
隻
を
航
海
さ
せ
る
。 

 

(五) 

民
間
有
志
で
会
社
を
設
立
し
て
汽
船
を
就
航
さ
せ
る
。 

                

内
喜
名
の
開
さ
く
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工
事
責
任
者
源
瑞
三
（
手
々 

知
名
）、
監
督
弓
削
竜
太
郎
（
瀬 

名
）、
中
村
窪
実
（
瀬
名
）、
委 

員
、
富
嶺
先
二
（
永
嶺
）
、
撰 

長
保（
谷
山
）、福
中
富（
後
蘭
）、 

喜
島
甚
助
（
内
城
）
、
区
長
、 

前
田
島
川
（
後
蘭
）
、
野
村
納 

吉（
永
嶺
）、大
江
吉
順（
谷
山
）、 

沖
蘇
廷
賢
（
内
城
）、
沖
田
俊 

一
（
瀬
名
）
の
銘
が
刻
ま
れ
て 

い
ま
す
。 

こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。 

 

参
加
者
は
、
郡
出
身
の
県
議
会
議
員
、
各
村
長
、
砂
糖
同
業
組 

合
議
員
な
ど
の
有
志
で
あ
っ
た
。
五
月
に
は
近
く
成
立
予
定
の
大 

島
汽
船
株
式
会
社
発
起
人
と
大
島
信
用
販
売
組
合
が
合
体
し
て
、 

木
造
貨
物
船
第
二
神
徳
丸
（
六
百
八
十
ト
ン
）、
波
津
丸
（
一
千 

ト
ン
）
を
借
り
入
れ
て
数
ヵ
月
間
、
大
島
各
島
と
鹿
児
島
間
に
就 

航
さ
せ
た
。
ま
た
、
翌
八
年
五
月
に
は
、
東
成
丸
（
八
百
三
十
ト 

ン
）
を
購
入
し
て
同
航
路
に
就
航
さ
せ
た
。 

 

こ
れ
で
大
島
航
路
は
、
大
阪
商
船
・
大
洋
商
船
・
大
島
汽
船
の 

三
社
と
な
っ
て
競
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
い
く
ら
郡 

民
が
運
賃
値
下
げ
を
哀
願
し
て
も
会
社
の
経
営
が
成
り
立
た
な
い 

と
突
っ
ぱ
ね
て
い
た
大
阪
商
船
と
大
洋
商
船
の
両
社
が
、
直
ち
に 

運
賃
を
値
下
げ
し
て
大
島
汽
船
に
対
抗
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ 

の
た
め
小
資
本
の
大
島
汽
船
は
業
績
が
振
る
わ
ず
同
十
三
年
上
半 

期
ま
で
に
十
七
万
円
の
赤
字
を
か
か
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
当 

時
の
海
運
業
界
は
不
況
で
あ
っ
た
の
で
、
自
立
経
営
が
不
可
能
に 

陥
っ
た
。
し
た
が
っ
て
十
三
年
十
月
以
降
は
、
競
争
相
手
で
あ
る 

大
阪
商
船
へ
の
委
任
経
営
で
事
業
を
継
続
し
た
。 

 

こ
こ
で
郡
民
の
足
と
し
て
、
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
い
た
東
成 

丸
の
状
況
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
こ
う
。 

      

○
大
正
十
年
四
月
、
午
後
五
時
内
喜
名
か
ら
伊
延
に
航
行
中
、
砂 

糖
二
千
八
百
樽
を
積
ん
だ
ま
ま
伊
延
港
西
部
へ
座
礁
難
破
、
人 

 

命
無
事
、
後
長
崎
船
渠
回
航
修
繕
。 

○
同
十
月
九
日
、
和
泊
来
津
、
港
口
荒
波
な
る
に
危
険
を
侵
し
便 

 

客
二
十
余
名
上
陸
の
際
、
港
口
に
於
て
ハ
シ
ケ
転
覆
十
余
名
は 

 

湾
内
に
出
津
猶
予
控
居
り
し
ハ
シ
ケ
に
救
助
せ
ら
れ
し
も
、
伊 

 

仙
小
学
校
訓
導 

米
田
玄
永
、
横
川
署
巡
査
、
玉
城 

赤
山
為 

 

英
、
赤
峯 

川
内
ア
キ
、
和
泊 

後
川
保
、
沖
縄
○
○
和
孝
の 

 

五
名
溺
死
す
。 

○
和
泊
、
菅
村
芳
憲
氏
（
東
成
丸
乗
組
員
、
明
治
三
十
七
年
生
） 

 

談 

 

「
乗
組
員
は
二
十
一
名
（
機
関
部
八
、
甲
板
部
八
、
客
室
係
三
、 

 

炊
事
係
二
）
で
あ
っ
た
。 

 
 

寄
港
地
は
、
鹿
児
島
―
名
瀬
―
湾
―
早
町
―
赤
木
名
―
名
瀬 

 

―
宇
検
―
古
仁
屋
―
山
―
母
間
―
亀
徳
―
面
縄
―
鹿
浦
―
平
土 

 

野
―
和
泊
―
小
米
―
茶
花
で
上
り
は
そ
の
逆
、
天
候
に
恵
ま
れ 

 

た
時
で
一
週
間
を
費
や
し
た
そ
う
で
あ
る
。」 

 

こ
れ
は
船
足
が
遅
い
こ
と
も
あ
る
が
、
当
時
は
各
島
の
陸
上
交 

通
が
不
便
な
た
め
、
多
く
の
港
に
寄
港
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の 

で
あ
る
。 
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二 

陸
上
交
通 

  

自
転
車
が
登
場
し
、南
洲
橋
が
で
き
た
の
は
こ
の
時
代
で
あ
る
。 

自
転
車
は
大
正
二
年
ご
ろ
知
名
の
向
井
文
忠
医
師
が
往
診
用
に
初 

め
て
導
入
し
た
。
和
泊
町
で
は
大
正
九
年
に
和
泊
の
土
持
綱
利
医 

師
が
同
じ
く
往
診
用
に
導
入
し
て
い
る
。 

○
大
正
三
年
七
月
、
和
泊
下シ

ム

雲ン

登ト

、
砂
運
道
𡸴
岨
に
し
て
僅
か
に 

 

頭
上
を
以
て
運
ぶ
事
に
て
困
難
に
付
、
セ
メ
ン
ト
石
工
費
四
拾 

 

余
円
、
関
係
地
主
醵
出
、
巾
八
尺
長
十
一
間
築
畳
三
間
割
下
げ 

 

五
間
土
引
下
げ
牛
馬
を
以
て
容
易
に
運
搬
す
る
事
と
な
る
。 

○
大
正
三
年
十
月
、
小
米
か
ら
田
皆
迄
の
二
里
二
十
七
町
に
二
間 

 

巾
道
路
完
成
、
大
工
事
で
し
か
も
難
工
事
で
は
あ
っ
た
が
、
初 

 

め
て
の
車
道
と
あ
っ
て
島
が
非
常
に
進
化
し
た
の
で
村
民
が
大 

 

喜
び
で
あ
り
、
全
島
か
ら
見
に
来
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

○
大
正
五
年
、
永
峯
線
、
上
城
境
よ
り
和
福
土
ま
で
道
路
改
修
完 

 

全
な
車
道
と
な
る
。
同
六
年
、
和
泊
奥
崎
ま
で
接
続
、
県
費
補 

 

助
里
道
改
修
の
嚆
矢
。
同
五
年 

和
泊
東
風
平
宅
地
壱
反
五
畝 

 

拾
六
歩
、
中
馬
辰
次
郎
氏
よ
り
和
泊
村
が
購
入
し
登
記
所
へ
貸 

 

す
。
同
宅
地
と
土
持
綱
義
氏
畑
間
よ
り
南
北
並
同
宅
地
南
側
よ 

      

○
大
正
六
年
、県
道
の
二
期
工
事
、和
泊
か
ら
根
折
ま
で
完
成
す
。 

 

和
泊
村
の
幹
線
道
路
は
之
で
開
通
し
、
自
動
車
こ
そ
一
台
も
な 

 

か
っ
た
が
、
自
転
車
と
荷
車
が
走
る
よ
う
に
な
り
村
の
交
通
を 

 

躍
進
さ
せ
た
。（
永
峯
誌
） 

○
大
正
七
年
、
国
頭
線
、
玉
城
線
道
路
改
修
。 

○
大
正
八
年
四
月
、
南
洲
橋
基
礎
掘
始
め
、
六
月
二
十
九
日
巻
留 

 

済
、
十
一
月
八
日
欄
干
済
、
十
二
月
二
十
九
日
通
行
開
始
式
を 

 

挙
行
す
。 

 

最
も
工
事
は
鹿
児
島
郡
小
野
村
、
宝
地
常
次
郎
氏
精
工
に
し
て 

 

木
工
も
啻
な
ら
ざ
る
結
構
に
て
堅
牢
を
極
め
、
且
つ
善
美
に
営 

 

築
す
。
本
郡
に
冠
た
る
而
己
な
ら
ず
、
内
地
有
数
の
橋
梁
に
比 

 

擬
し
て
遜
色
な
か
ら
ん
。
但
し
、
工
事
金
九
千
五
百
六
拾
円
八 

 

拾
五
銭
。 

○
大
正
八
年
、
伊
延
海
岸
よ
り
和
泊
馬
石
ま
で
道
路
改
修
。 

○
大
正
八
年
、
明
治
橋
石
橋
に
架
換
、
宝
地
常
次
郎
氏
、
小
園
直 

 

吉
氏
、
壱
千
円
を
以
て
請
負
い
、
径
二
間
二
尺
、
幅
二
間
、
一 

 

月
起
工
、
千
円
の
外
に
石
運
賃
百
円
、
木
材
代
五
拾
円
、
計
壱 

 

千
百
五
拾
円
の
内
、
五
百
円
村
補
助
、
余
は
和
泊
、
手
々
知
名 

 

負
担
。 

○
大
正
九
年
八
月
、
和
泊
、
松
尾
璞
元
氏
宅
地
西
側
道
路
迂
回
不 

           

り
東
西
道
路
貫
通
す
。（
島
史
） 

○
大
正
五
年
、
和
泊
か
ら
越
山
を
経
て
上
城
境
ま
で
、
和
泊
村
の 

 

県
道
計
画
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
第
一
期
工
事
が
根
折
の
前
か
ら 

 

仁
志
の
知
名
村
境
迄
の
一
里
を
十
八
か

部
落
民
の
奉
仕
に
よ
っ 

 

て
完
成
し
、
曲
り
〳
〵
の
道
路
が
直
線
と
な
り
、
道
幅
広
く
急 

 

坂
で
あ
っ
た
越
山
の
道
路
が
平
坦
、
か
つ
直
線
と
な
り
そ
の
便 

 
利
に
浴
し
た
の
は
永
嶺
部
落
民
で
あ
っ
た
。
和
泊
か
ら
工
事
を 

 

始
め
ず
根
折
か
ら
西
を
一
期
工
事
に
し
た
の
も
坂
元
代
議
士
の 

 

力
と
評
さ
れ
た
。
永
峯
の
坦
当
は
、「
国
王
ど
う
」
の
西
、
永 

 

山
家
の
前
百
間
で
あ
っ
た
。 

       

便
に
付
土
持
綱
義
氏
土
地
と
交
換
、
道
敷
は
土
持
氏
寄
附
に
て 

 

直
線
に
改
修
。 

○
大
正
九
年
十
一
月
、
和
泊
南
分
岐
道
よ
り
与
和
、
余
多
接
続
ま 

 

で
道
路
改
修
。 

○
大
正
十
年
十
月
、内
城
線
改
修（
大
城
線
よ
り
内
城
学
校
ま
で
） 

○
大
正
十
一
年
十
一
月
、
西
原
並
に
畦
布
支
道
改
修
、
同
年
、
知 

 

名
、
上
城
間
道
路
改
修
大
正
九
年
来
着
工
の
処
竣
工
。 

○
大
正
十
二
年
、前
の
永
峯
県
道
か
ら
阿
多
家
、宮
永
家
を
径
て
、 

 

「
の
う
あ
て
」
に
通
ず
る
道
路
完
成
。 

○
大
正
十
四
年
、
谷
山
か
ら
内
喜
名
ま
で
の
村
道
完
成
し
、
砂
糖 

 

運
搬
が
便
利
に
な
っ
た
。 

三 

通 

信 

 

こ
の
時
代
に
な
っ
て
特
に
進
展
は
な
い
が
、
郷
土
史
資
料
等
に 

は
次
の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

○
大
正
四
年
一
月
、
和
泊
郵
便
局
で
国
庫
金
の
受
払
事
務
開
始
。 

○
大
正
五
年
十
月
一
日
、
仝
年
七
月
に
簡
易
生
命
保
険
法
が
制
定 

 

さ
れ
、
十
月
一
日
か
ら
全
国
の
集
配
局
で
契
約
事
務
及
び
集
金 

 

事
務
の
取
扱
い
開
始
。 
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○
大
正
十
一
年
八
月
十
二
日
、
知
名
・
与
論
間
無
線
電
信
開
始
、 

 
十
二
月
十
一
日
、
和
泊
郵
便
局
長
、
西
彦
熊
氏
正
七
位
に
变
せ
ら 

 

れ
る
。先
是
八
年
二
月
、勲
七
等
陞
变
瑞
宝
章
を
授
け
ら
れ
る
。 

と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
郵
便
物
も
漸
増
し
た
の
で
、
区 

分
け
に
も
時
間
を
要
し
、
電
報
も
配
達
員
が
受
信
し
て
配
達
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
郵
便
局
に
寝
泊
ま
り
の
状 

態
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
二
～
三
人
（
内
城
の
江 

夏
源
栄
氏
、
宗
氏
、
和
泊
の
西
光
治
氏
ら
）
で
は
困
難
で
あ
っ
た
。 

し
た
が
っ
て
内
城
校
区
な
ど
の
遠
方
は
生
徒
を
頼
ん
で
配
達
さ
せ 

て
い
た
（
瀬
名
の
中
村
静
造
氏
、
大
城
の
橋
口
富
一
氏
、
橋
口
栄 

一
氏
ら
）。 

 

和
泊
・
知
名
間
は
、
毎
日
郵
便
袋
を
担
い
で
、
し
か
も
徒
走
で 

往
復
し
て
い
た
。
郵
便
物
は
一
人
で
十
分
運
べ
る
量
で
あ
っ
た
。 

 

電
信
工
夫
は
、
宇
検
村
久
志
出
身
の
奥
福
廣
と
い
う
人
が
一
人 

で
両
町
を
見
回
っ
て
い
た
。 
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